
いちごドリルプリント

細胞・光合成・体のしく
み 名前

問1 植物の細胞内に見られる緑色の粒状の構造で、光のエネルギーを利用して二酸化炭素と水からデンプンなどの養分をつくり出す細胞小器官の名
称として、最も適切なものはどれですか。 （2022年 群馬県公立入試 類似）

1. 細胞核 2. 細胞壁 3. 液胞 4. 葉緑体

問2 タマネギの表皮細胞やヒトの頬の粘膜の細胞を顕微鏡で観察する際、無色透明に近い核をはっきりと見やすくするために用いられる、核を赤紫
色に染める性質を持つ染色液として最も適切なものはどれか、答えなさい。 （2023年 埼玉県公立入試 類似）

1. フェノールフタレイン溶液 2. ヨウ素液 3. 酢酸オルセイン溶液 4. ベネジクト溶液

問3 デンプン溶液に水で薄めた唾液を混ぜ、約40℃の湯に10分間入れた試験管を用意しました。この溶液の一部にベネジクト液を加えて加熱したと
き、どのような変化が観察され、そこから何がわかりますか。 （2023年 三重県公立入試 類似）

1. 溶液が赤褐色に変化し、唾液がタ
ンパク質に変化したことがわかる

2. 溶液の色は変化せず、唾液によっ
てデンプンが消失したことがわかる

3. 溶液が赤褐色に変化し、デンプン
が糖に分解されたことがわかる

4. 溶液が青紫色に変化し、デンプン
がそのまま残っていることがわかる

問4 一般的な陸上の植物において、葉の表側と裏側の蒸散量を比較したときの説明として、最も適切なものはどれですか。 （2017年 秋田県公立入試 類似）

1. 光合成に必要な二酸化炭素を効率
よく取り込むため、表側と裏側の蒸
散量の比率は常に一定である

2. 蒸散は主に茎で行われるため、葉
の表裏による蒸散量の違いはほとん
ど見られない

3. 日光が直接当たる葉の表側は温度
が高くなるため、表側の蒸散量の方
が多くなる

4. 気孔は主に葉の裏側に多く分布し
ているため、裏側の蒸散量の方が表
側より多くなる

問5 食物に含まれる栄養分を、体内に吸収されやすい別の物質へと化学的に分解するはたらきを持つ物質の総称を何といいますか。 （2018年

福島県公立入試 類似）

1. ホルモン 2. 酵素 3. ヘモグロビン 4. クロロフィル

問6 音の刺激が耳から脳へ伝わるまでの過程において、うずまき管が果たしている役割として最も適切な説明はどれですか。 （2023年 京都府公立入試 類似）

1. 体の傾きを感知して、平衡感覚を
保つための信号を脳に送る役割

2. 空気の振動を直接受け取り、その
強さを増幅させて耳小骨に伝える役
割

3. 耳の内部の圧力を調節し、鼓膜が
正しく振動できるようにする役割

4. 音の振動を刺激として受け取り、
神経に伝える信号へと変換する役割

問7 ヒトの消化管の一部である小腸の内壁には、養分を効率よく吸収するために、無数の小さな突起状の構造が存在します。この構造の名称として
正しいものを選択してください。 （2024年 長崎県公立入試 類似）

1. 肺胞 2. 気管支 3. 柔毛 4. 胃腺

問8 アサガオの葉の「白い斑（ふ）の部分」では、十分な光と二酸化炭素、水が供給されていても、光合成を行うことができません。その理由を科
学的な観点から説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2023年 新潟県公立入試 類似）

1. 斑の部分には道管がつながってお
らず、光合成に必要な水を供給する
仕組みがないから。

2. 斑の部分の細胞は死んでいるため
、エネルギーを蓄えるための呼吸を
行うことができないから。

3. 斑の部分は気孔が完全に閉じてお
り、光合成の原料となる二酸化炭素
を取り込むことができないから。

4. 光合成に必要な葉緑体が存在しな
いため、光エネルギーを吸収して化
学反応を起こすことができないから
。

問9 試験管に入れたデンプン溶液に唾液を混ぜて約40℃でしばらく置いたあと、ベネジクト液を加えて加熱したところ、溶液の色が変化して沈殿が
生じました。この現象が起きた理由を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2025年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 加熱によってデンプンの粒子が分
解され、すべて水に溶けたため

2. ベネジクト液がデンプンと直接反
応して、新しい物質に変化したため

3. 唾液そのものがベネジクト液と反
応して、色を変化させたため

4. 唾液に含まれる消化酵素によって
、デンプンが糖に変化したため

問10 ヒトの吸う息とはき出す息の成分の変化と、肺胞で行われる現象について正しく説明しているものはどれか。 （2024年 京都府公立入試 類似）

1. はき出す息と吸う息の成分は全く
同じであり、肺胞では空気の温度を
体温と同じにする調整だけが行われ
ている。

2. はき出す息は吸う息に比べて二酸
化炭素の割合が増えており、肺胞で
は毛細血管から二酸化炭素が放出さ
れている。

3. はき出す息は吸う息に比べて窒素
の割合が極端に減っており、肺胞で
は窒素が血液に取り込まれている。

4. はき出す息は吸う息に比べて酸素
の割合が増えており、肺胞では毛細
血管から酸素が放出されている。

問11 ヒトの体内で、肺において酸素を多く取り込んだ結果、鮮やかな赤色を呈している血液を何と呼ぶか、最も適切な名称を答えなさい。 （2026年

愛知県公立入試 類似）

1. 動脈血 2. 組織液 3. 血漿 4. 静脈血

問12 ツユクサの葉の裏側の表皮を顕微鏡で観察すると、多数の表皮細胞の間に特定の構造が見られる。このとき観察される、気体の出入りを調節す
る隙間とそれを取り囲む細胞の様子を説明したものとして最も適切なものはどれか。 （2017年 岩手県公立入試 類似）

1. 二つの三日月形の細胞（孔辺細胞
）に囲まれた小さな隙間がある

2. 一つの円形の細胞の中央に、常に
開いたままの固定された穴がある

3. 細胞の中に小さな緑色の粒が無数
にあり、その粒自体が気体を吸収し
ている

4. 長方形の細胞が隙間なく並んでお
り、細胞の継ぎ目から気体が出入り
している

問13 デンプンの消化は口の中で唾液によって始まりますが、その後も他の消化液に含まれる消化酵素の作用を受けて分解が進み、最終的に養分が吸
収されます。唾液以外の消化液（膵液など）によってデンプンの消化が行われ、分解された養分が吸収される主な器官の名称として、最も適切
なものはどれですか。 （2017年 東京都公立入試 類似）

1. 小腸 2. 胃 3. 食道 4. 大腸

問14 植物の細胞には見られる細胞壁が、動物の細胞には見られない理由として、動物の生活様式の特徴と関連付けた説明として最も適当なものを選
びなさい。 （2026年 岩手県公立入試 類似）

1. 細胞内外の物質の出入りを完全に
遮断して、体内環境を一定に保つた
め

2. 光合成を行うために、光を全身で
効率よく吸収する必要があるため

3. 養分を細胞内に多量に蓄えて、細
胞自体を大きく膨らませる必要があ
るため

4. 体を堅く支える必要がなく、運動
によって体を柔軟に動かす必要があ
るため


